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【背景】身体活動 を行 うために必要 な心 身機能 は,加 齢 に

より変化す る.こ の心 身機能の変化 は不可避であ るととも

に全身的に生 じる,な かで も運動能力の変化 について は,

筋 力や持 久力,バ ラ ンス,歩 行 など多 くの点か ら報告 され

ている,し か し加齢 との関連の強 さは一様 では な く,評 価

項 目に よってば らつ きが ある.【 目的】加齢変化 を反映す

る運動 能力の指標 を明 らかにす ることとともに,加 齢 に よ

る変化 を明 らかにす るこ とを目的 に,本 研究 を行 った.【方

法】 日常 生活 が自立 してお り,運 動 を目的に近 隣の体育館

を利 用 している地域在住の男性 を対象 とした.体 育館 に掲

示な どで告知 と募集 を行 った.参 加 を希望 した もの に対 し,

本研究 の目的および方法等 について説明 し,161名(20～83

歳,平 均年齢50.O±19.3歳)か ら書面で参加の 同意が得 ら

れた.立 位 にて握力(GS)を,座 位 にて膝屈 曲90度 で等

尺性膝伸展筋力(IKES)を 測 定 し,Timed　 Up&Go　 Test

(TUG)お よ びChair-risingTest(CRT)を 実 施 した.

ま た,ポ ータブル床反力計上での垂直跳 びによ り床反力 を

計測 しその最高値(Fmax)を 求 め,仕 事率最高値(Pmax)

お よ び跳 躍高(Hmax)を 算 出 した.Pearsonの 相 関係 数

によ り,年 齢 と各項 目との相関の強 さを求めた.ま た各項

目の年代別の平均 値 を算出 し,年 代別の差 を一元配置分散

分析 によ り比較 した,い ずれ も有 意水準 は危険率5%と した.

なお本研 究は,新 潟医療福祉大学倫理委員会の承 認 を得て

行われた.【結果】年齢 と各項 目との相 関係数 は,GS-0,55

(p<0.O1),IKES-0,60(p＜O.01),TUG　0.57(p

<0.0l),CRT　0.38(p＜0.01),Fｍax-0.62(p〈0,01〉,

Pmax-0.83(p<0.01),Hｍax-0.75(p＜0.01） で あっ

た,各 項 目の年代別 の平均値 を比較 した結果,年 代 が高 く

なる に従 いGS,IKES,Finax,Pmax,Hmaxは 有 意 に

低下 し,CRT,TUGは 有 意 に延長 していた(p＜0.01）.

【考察】Pmaxは 年 齢 との強い負の相関 を認め た.こ れま

で の 下 肢 仕 事 率 と年 齢 との 相 関係 数-0.71と の 報 告

(Skelton　 et　al.1994） よ りも高 い結 果であ った.仕 事率

は力 と速度 の積で求め られるこ とか ら,Pmaxは 筋 力 だけ

でな く動作 ス ピー ドも含めての評価 であ り,加 齢 による変

化 をよ り鋭敏 に捉 える こ とが で きた と考 え られ た.ま た

Pmaxの 年 代別 の平均 値の比較で は,50代 以 降での低下が

著 しく,男 女 ともに50歳 前後 を境に筋力(Stoll et al,2000)

や 身体能力(Samson et al.2000)の 低 下が著 明にな ると

の報告 とも合致 してい た.【 結論】Pmaxは,加 齢 に よる

運動能力の変化 を反映する指標 と して有用であ る可能性が

示 された.
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